
平成１３年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要 ※平成１２年度は２年課程定員３０名、３年課程４０名

２年課程 ３０名 ３年課程４０名

２年課程 ２６名 ３年課程 ０名

２年課程 ２４名 ３年課程 ０名

２年課程 ２６名 ３年課程 ０名

④目標値

⑤事業の進捗状況

計画

実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源 184,645,205 169,799,204 178,520,000

184,645,205 169,799,204 178,520,000

財源内訳

事業費

37,755,069 38,821,810 44,137,000

146,890,136 130,977,394 134,383,000

18.0 17.0 17.0

平成12年度決算 平成13年度決算 平成14年度予算

目標値
－ － 80.0%

92.3% 87.9% －

成果指標名 資格取得率

成果指標の説明 　資格取得者数／卒業者数×１００

資格所得者数 ２９名 ２９名

進学、就職者数 ２９名 ２９名

学年定員 ４０名 ４０名

卒業者数 ３３名 ３６名

想定する成果 卒業者の資格取得率の向上を図る

項　目 平成12年度実績 平成13年度実績 平成14年度計画

対　　象 看護専門学校の学生に対して

手　　段
医療の高度化、多様化や高齢化の進行に伴う問題に対応できる質の高い看護教育をす
ることによって

基本目標 施策名

健康で安心して暮らせるまちづくり 　　　医療

根拠法令等
保健師助産師看護師法、蒲郡市立ソフィア看
護専門学校の設置及び管理に関する条例 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名 看護専門学校管理運営事業

市民福祉　部 看護専門学校　課 庶務　担当 内線等 8006

課　長 担　当



⑥事務事業内容の評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後の改善すべき点

緊急度

市民参加度

効率性
学業に専念できるように、カウンセリングや学生相談を強化し、学生の情緒の安定を
はかる。また、学業支援をし、中途退学者の減少を目指す。卒業生を招き、国家試験
に向けての勉強の仕方・就職に向けての話を聞く会を設け、意識の高揚を図る。

公共性

市民参加度

達成度
国家試験の模擬テストの結果により個人の到達度を明確にし、不得意科目の個別指導
強化に努める。臨地実習において、専門領域の学習の強化を図る。

公共性

緊急度 国家試験に対する個人水準を把握するため、業者による統一模擬テストを実施した。

達成度
受験勉強の時期を早め、国家試験の模擬試験の回数を増した。国家試験前に集中講義
を実施した。模擬試験の結果に応じ、個別学習目標を設定し、指導を行った。

効率性 教員による個別指導、特別講演により、看護専門職へ意識の高揚を図った。

25

B

医療機関に欠くことのできない看護師の養成は概ね達成
しているものの、進路変更や学業成績不振により退学、
原級留め置きの学生が増加しているので、定員割れの生
じない管理運営や資格試験合格への対応強化が必要であ
る。

合　　計 25

総合評価 B

25

0
学生保護者懇談等は各行事ごとに実施はしているが、説
明、発表等にとどまり要望等は管理運営に反映していな
い。

小　　計 25

市民参加度 0

3

10

周辺には公共、民間とも養成所が存在するが、地元の看護師不
足を解消するために設立された歴史的背景もあり、多年にわた
り市営で存続されている。

東三河平坦医療圏内に１３名の看護師を就職させることが出来
た事は、本来の養成所の成果が概ね表れた事業である。

公共性 3

緊急度 10

6

6

全国の３年課程養成所の新卒平均８９．７％に比し、８
７．９％とやや低い結果となった。

中途退学者や留年者の増加が見受けられるので、カウンセリン
グ強化による退学防止指導等や、不得意科目の個別指導等の対
策を必要とする。

達成度 6

効率性 6

項　　目 課内評価点数 部長評価点数 評価の説明（問題点）


	看護専門学校

